斜に 空か ら 後期印象派 風 の 柳が 豊富な 葉 を 垂ら し 、 快 

晴の 午後 二 時 頃 人声 もしない その 小道 を 行く と、 何と 

云おう —— 様々 な 緑、 紅 緑、 黄緑、 碧 緑、 優しい 銀 緑 

色の 清純な 馨ば しさ、 重さ、 燥め きが 堆団 となって い 

ち どきに 感覚へ 溢れて 来る。 静けさに 満ち 渡る 崇厳 I 

あらた ふと 青葉 若葉の 日の ひかり 

北方の 五月 は 黄 昏が ながい。 もう 太陽 は 河の 彼方 

に 沈んだ。 燥め きのない 残光が 空中に あって、 空 を 建 

物 を 人物の 色彩 を 不思議に 鮮 かに 浮きた たせる。 巿街 
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